





















　岡山市内公立小学校 6 年生 153 名を対象に，総合学習の単元「修学旅行を作る」の前後それぞれの



























る反応が少なくとも１つ以上ある 135 名である．クラスタ数の決定は，4 クラスタから 15 クラスタ
までクラスタ数を変化させ，その内容を比較検討して行った．最終的に 7 クラスに分類することにし





























クラス名 人数 特徴的な単語 クラス内頻度 全体頻度 検定統計量 p 値
リーダー 11 12 6.96 0.00
リーダー 13
班行動 7 7 5.56 0.00
決めた 11 15 3.83 0.00
バス 5 5 3.14 0.00
席 5 5 3.14 0.00
人 7 9 3.08 0.00
けんか 4 4 2.69 0.00
集団行動 17
しない 4 4 2.69 0.00
ガイドブック 16 ガイドブック 16 16 9.54 0.00
絵 8 8 5.55 0.00
書いた 8 10 4.88 0.00
紙芝居 4 4 3.62 0.00
紙芝居 13
模造紙 3 3 2.99 0.00
発表会 39 40 9.23 0.00
発表会 52
５年生 19 20 5.80 0.00
資料 7 11 4.03 0.00
調べた 5 6 3.80 0.00
自分 4 4 3.65 0.00
映画村 3 3 3.01 0.00
資料収集 15
探した 3 3 3.01 0.00
なし 9 なし 9 9 8.12 0.00
４．まとめ
　本研究では，児童が意欲的に取り組んだ活動・場面を自由に記述させ，その動機のプロフィールと
の関連を眺めることで，各活動ごとの動機プロフィールの特徴を描き出すことを試みた．その結果，
児童が意欲的に取り組んだ活動ごとに動機プロフィールが特徴的に異なることが示された．「関心・
意欲・態度」といった新しい学力の育成が課題となっている現状においては，こうした心理的な側面
での個人特性を的確に把握・評価する手法をさらに積極的に開発・確立していくことが必要だろう．
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　Fig.1 活動前後の動機プロフィール＿全体　　　　　　Fig.2 活動前後の動機プロフィール＿リーダー
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Fig.3 活動前後の動機プロフィール＿集団行動　　　　　Fig.4 活動前後の動機プロフィール＿ガイドブック
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Fig.5 活動前後の動機プロフィール＿紙芝居　　　　　　Fig.6 活動前後の動機プロフィール＿発表会
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Fig.7 活動前後の動機プロフィール＿資料収集　　　　　Fig.8 活動前後の動機プロフィール＿なし
